
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富谷市総合計画第 2 次実施計画・財政計画の策定について 

 本市では、平成 28 年度（2016 年）に富谷市総合計画を策定しました。この総合

計画は、平成 37 年度（2025 年）を目標年次とし、「住みたくなるまち日本一 ～100

年間ひとが増え続けるまち 村から町へ 町から市へ～」を将来像としています。 

実施計画及び財政計画は、総合計画で掲げた将来像の実現のため、今後 3 か年に

実施しようとする主要な事業と財政見通しについてまとめたもので、基本構想に掲

げる将来像と「まちづくりの基本方針」、基本計画に掲げる各施策によって構成され

ています。この施策の基本目標と施策の方向を受けて、具体的な事業・事務を展開

します。 

 

記 

 

○まちづくりの将来像 

「住みたくなるまち日本一 ～100 年間ひとが増え続けるまち 村から町へ 町から市へ～」 

 

○まちづくりの基本方針 

・暮らしを自慢できるまち！ 

・教育と子育て環境を誇るまち！ 

・元気と温かい心で支えるまち！ 

・市民の思いを協働でつくるまち！ 

 

○計画期間 平成 30 年度～平成 32 年度（3年間） 

 

※添付資料 富谷市総合計画第 2次実施計画 

富谷市記者会見資料① 
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１ 策定の趣旨 

本市では、平成28年度（2016年）に富⾕市総合計画を策定しました。この総合計画は、平成37年度（2025

年）を⽬標年次とし、「住みたくなるまち⽇本⼀ 〜100年間ひとが増え続けるまち 村から町へ 町から市へ〜」を将

来像としました。 

本実施計画は、総合計画で掲げた将来像の実現のため、今後３か年に実施しようとする主要な事業について、まと

めたものです。 

 

２ 計画の期間 

計画の期間は、平成30年度（2018年）から平成32年度（2020年）までの３か年とします。なお、社会経済

情勢や市⺠ニーズの変化、財源を含む国・県の制度改正に対応するため、毎年度ローリング式で、計画を策定するも

のです。 

 

３ 計画の構成 

この計画は、基本構想に掲げる将来像と「まちづくりの基本⽅針」、基本計画に掲げる各施策によって構成されていま

す。この施策の基本⽬標と施策の⽅向を受けて、具体的な事業・事務を展開します。 

○まちづくりの将来像 

  「住みたくなるまち⽇本⼀ 〜100年間ひとが増え続けるまち 村から町へ 町から市へ〜」 

○まちづくりの基本⽅針 

・暮らしを⾃慢できるまち！ 

・教育と⼦育て環境を誇るまち！ 

・元気と温かい⼼で⽀えるまち！ 

   ・市⺠の思いを協働でつくるまち！ 

 

４ 対象事業 
   計画期間（平成 30 年度（2018 年）〜平成 32 年度（2020 年））に実施する事業のうち、政策的に実施

計画への位置づけを要する事業を掲載しています。 

 

５ 留意事項 

実施計画策定段階における財政計画において、財源確保が可能と判断できる事業について掲載していますが、市

⺠ニーズ等に対応した新たな事業が⽣じることにより、掲載事業が実施できない場合もあります。 

また、合計事業費のうち、平成30年度（2018年）の事業費は予算額として積算していますが、平成31年

（2019年）、32年度（2020年）は、実施計画策定段階における予定事業費であり、財政状況の変化や事業の

進捗等により、変更することがあります。 
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富⾕市総合計画第２次実施計画事業⼀覧 

第１編 暮らしを⾃慢できるまち！ 

施  策 事  業  名 担  当  課 ページ

1-1 商⼯業・雇⽤ 
企業誘致事業 経済産業部 産業観光課 7 

労働雇⽤対策事業 経済産業部 産業観光課 ７ 

1-2 起業⽀援 
富⾕市まちづくり産業交流プラザ運営・維持管理事業 経済産業部 産業観光課 8 

中⼩企業制度融資事業 経済産業部 産業観光課 8 

2-1 農業 

ブルーベリー産地拡⼤事業 経済産業部 農林振興課 9 

特産品定着推進事業 経済産業部 農林振興課 9 

とみやはちみつプロジェクト事業 経済産業部 農林振興課 9 

とみや地産地消推進事業 経済産業部 農林振興課 9 

農作物有害⿃獣等駆除事業 経済産業部 農林振興課 9 

認定農業者育成事業 経済産業部 農林振興課 ９ 

2-2 商業・観光 
街道まつり運営事業 経済産業部 産業観光課 １０

観光物産振興対策事業 経済産業部 産業観光課 １０

2-3 観光・地域振興 

とみや国際スイーツ博覧会事業 経済産業部 産業観光課 １１

とみやスイーツ活性化事業 経済産業部 産業観光課 １１

とみやスイーツ基⾦費 経済産業部 産業観光課 １１

スイーツの駅整備事業 経済産業部 産業観光課 １１

3-1 公共交通 

新公共交通システム推進事業（公共交通グランドデザイン
策定事業） 

企画部 企画政策課 交通政策推進室 １２

市⺠バス乗り継ぎ運⾏事業 企画部 企画政策課 交通政策推進室 １２

市⺠バス運営事業 企画部 企画政策課 交通政策推進室 １２

3-2 道路 

市道穀⽥三ノ関線道路改良事業 建設部 都市整備課 １３

側溝整備事業 建設部 都市整備課 １３

主要幹線市道舗装修繕事業 建設部 都市整備課 １３

市道維持管理事業 建設部 都市整備課 １３

4-1 ⼟地利⽤ 都市計画事業 建設部 都市計画課 １４

4-2 住宅・公園・ 
上下⽔道 

市営住宅維持管理事業 建設部 都市計画課 １５

⼀般公園維持管理事業 建設部 都市計画課 １５

上⽔道施設維持管理業務 ⽔道事業 上下⽔道課 １５

下⽔道施設維持管理業務 建設部 上下⽔道課 １５

合併処理浄化槽設置事業 建設部 上下⽔道課 １５

下⽔道事業企業会計移⾏業務 建設部 上下⽔道課 １５
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施  策 事  業  名 担  当  課 ページ
4-2 住宅・公園・ 

上下⽔道 （仮称）「やすらぎパークとみや」整備事業 市⺠⽣活部 ⽣活環境課 
教育委員会 教育部 ⽣涯学習課 １６

4-3 ⾃然環境・ 
公園 

⼤⻲⼭森林公園維持管理事業 建設部 都市計画課 １７

河川維持管理事業 建設部 都市整備課 １７
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第２編 教育と⼦育て環境を誇るまち！ 
施  策 事  業  名 担  当  課 ページ

1-1 教育・青少年 

健全育成 

いじめ問題対策推進事業 教育委員会 教育部 学校教育課 １８

スクールカウンセラー事業 教育委員会 教育部 学校教育課 １８

スクールソーシャルワーカー事業 教育委員会 教育部 学校教育課 １８

みやぎ⼦どもの⼼のケアハウス運営⽀援事業 教育委員会 教育部 学校教育課 １８

⼩中学校要・準要保護児童⽣徒援助費補助事業 教育委員会 教育部 学校教育課 １８

1-2 教育・国際交流 

外国⻘年招致事業  教育委員会 教育部 学校教育課 １９

中学⽣海外研修派遣事業 教育委員会 教育部 学校教育課 １９

市⽴⼩学校英語等⽀援員配置業務 教育委員会 教育部 学校教育課 １９

市⽴⼩中学校コンピュータ教育事業 教育委員会 教育部 学校教育課 １９

市⽴幼稚園運営・維持管理事業 教育委員会 教育部 教育総務課
教育委員会 教育部 学校教育課 １９

2-1 ⽣涯学習 ⽣涯学習推進事業 教育委員会 教育部 ⽣涯学習課 ２０
2-2 スポーツ・ 

レクリエーション 総合運動公園運営・維持管理事業 教育委員会 教育部 ⽣涯学習課 ２１

3-1 芸術・⽂化 

街道まつり運営事業（再掲） 経済産業部 産業観光課 ２２

⺠俗ギャラリー運営・維持管理事業 教育委員会 教育部 ⽣涯学習課 ２２

マーチングフェスティバル運営事業 教育委員会 教育部 ⽣涯学習課 ２２

4-1 ⼦育て⽀援 

認可保育所運営事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２３

認可外保育所運営費補助事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２３

保育所運営・維持管理事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２３

病児・病後児保育室運営事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２３

⼦育て⽀援事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２３

妊婦⽀援事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２４

経観児ケア事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２４

放課後児童クラブ運営事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２４

⼦ども医療費助成事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２４

⼦ども・⼦育て⽀援事業 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ２４
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第３編 元気と温かい⼼で⽀えるまち！ 
施  策 事  業  名 担  当  課 ページ

1-1 ⾼齢者⽀援 

福祉健康センター管理事業 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ２５

⾼齢者交流事業 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ２５

地域包括⽀援センター運営事業 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ２５

介護予防・⽇常⽣活⽀援サービス事業 
（筋トレ型通所・サロン型通所等） 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ２５

介護予防・⽇常⽣活⽀援サービス事業 
（⽣活⽀援型訪問等） 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ２６

1-2 健康・保健 

住⺠検診事業 保健福祉部 健康推進課 ２７

健康づくり事業 保健福祉部 健康推進課 ２７

国⺠健康保険健康づくり事業 保健福祉部 健康推進課 ２７

1-3 医療 地域医療推進事業 保健福祉部 健康推進課 ２８

2-1 障がい者⽀援 
地域⽣活⽀援事業 保健福祉部 地域福祉課 ２９

障がい者就労⽀援事業 保健福祉部 地域福祉課 ２９

2-2 ⾼齢者・ 
障がい者⽀援 

⾼齢者・障がい者交通対策事業 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ３０

⾼齢者・障がい者交通対策事業 保健福祉部 地域福祉課 ３０

3-1 家族コミュニティ 

認可保育所運営事業（再掲） 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ３１

認可外保育所運営費補助事業（再掲） 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ３１

保育所運営・維持管理事業（再掲） 保健福祉部 ⼦育て⽀援課 ３１

⾼齢者・障がい者交通対策事業（再掲） 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ３１

⾼齢者・障がい者交通対策事業（再掲） 保健福祉部 地域福祉課 ３１

企業誘致事業（再掲） 経済産業部 産業観光課 ３１

3-2 地域コミュニティ 
⾼齢者交流事業（再掲） 保健福祉部 ⻑寿福祉課 ３２

コミュニティ助成事業（再掲） 総務部 市⺠協働課 ３２

3-3 地域活動 ⾃治振興事業（再掲） 総務部 市⺠協働課 ３３
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第４編 市⺠の思いを協働でつくるまち！ 
施  策 事  業  名 担  当  課 ページ

1-1 防災・救急・消防 
⾃主防災組織育成推進業務 総務部 防災安全課 ３４

住宅宅地震災対策事業 建設部 都市計画課 ３４

1-2 防犯・交通安全・ 
消費⽣活 

防犯設備整備事業 総務部 防災安全課 ３５

防犯灯整備事業 建設部 都市整備課 ３５

防犯灯維持管理事業 建設部 都市整備課 ３５

空き家対策事業 市⺠⽣活部 ⽣活環境課 ３５

道路交通安全施設整備事業（LED 照明関係除く） 建設部 都市整備課 ３５
1-3 ⼈権尊重・男⼥

共同 ⼈権教育・相談事業 総務部 市⺠協働課 ３６

2-1 環境衛⽣ 

⼀般廃棄物収集運搬処理事業 市⺠⽣活部 ⽣活環境課 ３７

松森⼯場共同整備事業 市⺠⽣活部 ⽣活環境課 ３７

リサイクル推進事業 市⺠⽣活部 ⽣活環境課 ３７

空き家対策事業（再掲） 市⺠⽣活部 ⽣活環境課 ３７

2-2 省エネ・⾃然エネ 

防犯灯整備事業（再掲） 建設部 都市整備課 ３８

道路交通安全施設整備事業（LED 照明関係） 建設部 都市整備課 ３８

再⽣可能エネルギー推進事業 
市⺠⽣活部 ⽣活環境課 

保健福祉部 ⼦育て⽀援課 
３８

3-1 住⺠参加・協働 

広報・広聴事業 市⻑公室 ３９

市⺠協働推進事業 総務部 市⺠協働課 ３９

⾃治振興事業 総務部 市⺠協働課 ３９

町内会館整備事業 総務部 市⺠協働課 ３９

コミュニティ助成事業 総務部 市⺠協働課 ３９

3-2 ⾏財政経営 

徴収事業 市⺠⽣活部 税務課 ４０

⼾籍住基等事務 市⺠⽣活部 市⺠課  ４０

基幹系システム運⽤事業 総務部 総務課 情報化推進室 ４０

基幹系システム構築事業 総務部 総務課 情報化推進室 ４０

⾏政改⾰推進事業 企画部 企画政策課 ⾏政改⾰推進室 ４０

職員スキルアップ事業 総務部 総務課 ４１

組織マネジメント事業 総務部 総務課 ４１
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１－１ 商工業・雇用 

《施策⽅針》 

●多様な企業の誘致を推進し、雇⽤機会の拡⼤、就業環境の整備を図ります。 
 

《施策内容》 
① 企業誘致の実現による新規雇⽤の創出（最重点プロジェクト） 
② 就業環境の整備推進 
③ シルバー⼈材センターの充実強化 
④ 商⼯業者⽀援に向けた組織体制の強化 

         （単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 企業誘致事業 継続 

企業⽴地促進奨励⾦及び雇
⽤促進奨励⾦などの活⽤や県等
との連携により、企業の誘致に努
め、企業の⽴地を促進し、市の産
業振興を図ります。 

H30〜H32 38,102 経済産業部 
産業観光課 

２ 労働雇⽤対策事業 継続 

シルバー⼈材センターと連携して
｢富⾕茶による地域活性化と会員
就業創出事業｣に取り組むなど、
⾼齢者の就労機会の拡充と雇⽤
機会の拡⼤を図ります。 

H30〜H32 17,120 経済産業部 
産業観光課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額     １６５，６６６ 千円 
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１－２ 起業支援 

《施策⽅針》 

●起業・創業にチャレンジできるサポート体制を整備します。 
 

《施策内容》 
① 起業・創業にチャレンジしやすいサポート体制の整備（最重点プロジェクト） 

 （単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 
富⾕市まちづくり産業
交流プラザ運営・維持
管理事業 

新規 

富⾕市まちづくり産業交流プラザ
を拠点とした起業⽀援や就労⽀援
により、新たな働き⽅、新たなビジ
ネス、新たな雇⽤といったチャレンジ
できる環境を整備するとともに、
様々な⽴場の⽅々が集い、交流で
きる場を創出します。 

H30〜H32 36,582 経済産業部 
産業観光課 

２ 中⼩企業制度融資
事業 継続 

中⼩企業等の経営の安定化と
発展を図るため、中⼩企業振興資
⾦の融資あっせん制度により、融資
に係る保証料の補給や⽀払利息
への利⼦補給を⾏います。 

H30〜H32 66,150 経済産業部 
産業観光課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ２９８，２３４ 千円 
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２－１ 農業 

《施策⽅針》 

●ブルーベリーの⽣産拡⼤とともに、新たな特産品の開発を推進します。 
●農業⽣産者に対するきめ細かい⽀援策の強化を推進します。 

 

《施策内容》 
① ブルーベリーの⽣産拡⼤とブランド⼒の強化 
② 新たな特産品の開発促進 
③ 地産地消の推進 
④ 農産物の付加価値化 
⑤ 農業の担い⼿の育成⽀援 

  （単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ ブルーベリー産地拡⼤
事業 継続 

特産品であるブルーベリーの苗
⽊等購⼊への助成及びイベント
等への⾷材としての供給を⾏い、
栽培⾯積の拡⼤及び消費拡
⼤・ＰＲを図ります。 

H30〜H32 680 経済産業部 
農林振興課 

２ 特産品定着推進 
事業 継続 

新たな特産品の定着を⽬指
し、いちじく、シャインマスカット等
の苗⽊や資材の購⼊への助成を
⾏い、栽培⾯積の拡⼤及び販
路拡⼤を図ります。 

H30〜H32 300 経済産業部 
農林振興課 

３ とみやはちみつプロジェ
クト事業 継続 

養蜂事業の定着を図り、安定
したはちみつの供給、新たな特産
品としての開発、養蜂体験から
養蜂家の育成を図ります。 

H30〜H32 800 経済産業部 
農林振興課 

４ とみや地産地消推進
事業 継続 

産直・直売をより⼤きな輪に広
げ、⽣産者と都市住⺠の交流を
深めながら、野菜市の開催や直
売会、学校給⾷センターへの出
荷販売など、多元的販売体制
確⽴を図ります。 

H30〜H32 940 経済産業部 
農林振興課 

５ 農作物有害⿃獣等
駆除事業 継続 

有害⿃の予察捕獲による農
作物の被害の軽減及び突発的
な有害獣の出没による被害の防
⽌を図るため、電気柵の設置助
成や物理柵の設置を⾏います。 

H30〜H32 1,454 経済産業部 
農林振興課 

６ 認定農業者育成 
事業 新規 

新規就農者の就農後の農業
経営安定を図るための⽀援を⾏
います。 

H30〜H32 2,872 経済産業部 
農林振興課 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  ２０，９８０ 千円 
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２－２ 商業・観光 

《施策⽅針》 

●商店街の活性化や観光振興に向け、しんまち地区の活性化を推進します。 
●富⾕の歴史・⽂化資源や物産・イベントなどを活かした、地域の魅⼒づくりを推進します。 

 

《施策内容》 
① 宿場町「富⾕」開宿 400 年記念事業の実施（最重点プロジェクト） 
② しんまち地区の街並景観保全と活性化 
③ 歴史や観光資源を活⽤した魅⼒の発信 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 街道まつり運営事業 新規 

市の歴史の原点である「富⾕
宿」が、2020 年に開宿 400 年
を迎えることから、ふるさと富⾕の
歴史と絆をつむぐ市⺠総参加の
まつりを開催し、地域活性化と市
⺠の親睦を図ります。 

H30〜H32 5,580 経済産業部 
産業観光課 

２ 観光物産振興対策
事業 継続 

観光 PR 活動など様々な交流
⼈⼝増加策や経済効果を⾒据
えた多⾓的な事業展開により地
域産業の活性化を図ります。 

H30〜H32 3,054 経済産業部 
産業観光課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ３１，９２８ 千円 
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２－３ 観光・地域振興 

《施策⽅針》 

●「スイーツのまち」をシティブランドとして確⽴し、富⾕の魅⼒を発信していきます。 
●「とみやシティブランド」を確⽴し、発信していきます。 

 

《施策内容》 
① とみや国際スイーツ博覧会の継続開催（最重点プロジェクト） 
② 道の駅の整備検討（最重点プロジェクト） 
③ とみやシティブランドの確⽴ 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ とみや国際スイーツ 
博覧会事業 継続 

特産品の開発などの地域産
業の活性化による交流⼈⼝の
増加やシティブランドの確⽴を
⽬指し、「とみや国際スイーツ博
覧会」を開催します。 

H30〜H32 25,192 経済産業部 
産業観光課 

２ とみやスイーツ活性化 
事業 継続 

とみやスイーツ基⾦を活⽤
し、⼦どもたちが関わる教育活
動やコミュニティ活動への外部
講師の派遣等を⾏います。 

H30〜H32 381 経済産業部 
産業観光課 

3 とみやスイーツ基⾦費 継続 

スイーツのまちとしてのブランド
確⽴に向けた地域産業の振興
を通じて、⼦どもたちの健全な
育成を図るための基⾦に積⽴
を⾏います。 

H30〜H32 400 経済産業部 
産業観光課 

４ スイーツの駅整備事業 継続 観光交流拠点として｢スイー
ツの駅｣の整備を図ります。 H30〜H32 ― 経済産業部 

産業観光課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ７８，２１９ 千円 
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３－１ 公共交通 

《施策⽅針》 

●⽣活圏域の実態を踏まえた公共交通のあり⽅について検討していきます。 
●市⺠ニーズに対応した、利便性の⾼い市⺠バスの運⾏を進めます。 

 

《施策内容》 
① 公共交通グランドデザインの策定（最重点プロジェクト） 
② 新公共交通システムの技術的検証（最重点プロジェクト） 
③ 泉中央への市⺠バス乗り継ぎ実証運⾏（最重点プロジェクト） 
④ 市⺠バスの充実 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 

新公共交通システ
ム推進事業（公共
交通グランドデザイン
策定事業） 

新規 

「新しい公共交通システ
ム」の導⼊検討に関する調査
分析などを⾏い、総合的な公
共交通システム導⼊の促進
を図るために必要なビジョンや
⽬標を確認し、必要となる調
査内容やプロセスを明確にし
ていきます。 

H30〜H32 10,911 
企画部 
企画政策課 
交通政策推進室

２ 市⺠バス乗り継ぎ 
運⾏事業 新規 

市⺠バスと⺠間路線バスの
結節を⽬的に｢イオン富⾕
店｣を起終点化し、乗り継ぎ
利⽤をすることで泉中央駅ま
での低額運⾏を実施すること
により公共交通の利⽤促進
及び利便性向上を図り、⺠
間バス路線の維持及び拡充
を進めていきます。 

H30〜H32 711 
企画部 
企画政策課 
交通政策推進室

３ 市⺠バス運営事業 継続 

主要な公共交通機関であ
る路線バスを補完し、環境改
善を図りながら利便性の⾼い
交通環境を形成するととも
に、⺠間路線バスの交通不
全地域の解消を図ります。 

H30〜H32 40,413 
企画部 
企画政策課 
交通政策推進室

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  １５４，８８２ 千円 
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３－２ 道路 

《施策⽅針》 

●誰もが利⽤しやすい道路ネットワークの充実・強化を推進します。 
●歩⾏者や⾃転⾞利⽤者の安全が確保された⾝近な道路の整備を推進します。 

 

《施策内容》 
① 広域幹線道路ネットワークの充実 
② 市内幹線道路ネットワークの整備推進 
③ ⼈や環境に配慮した道づくりの推進 
④ 道路等の適切な維持管理の推進 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 市道穀⽥三ノ関線
道路改良事業 継続 

当該市道（都市計画道路）の
未整備区間の整備を⾏い、市役所
周辺及び富⾕⼩学校周辺の渋滞
緩和と道路交通の安全性、利便性
の向上を図ります。 

H30〜H32 160,000 建設部 
都市整備課 

２ 側溝整備事業 継続 
道路付属施設である側溝の有蓋

化整備を⾏い、道路機能及び排⽔
機能の向上を図ります。 

H30〜H32 75,000 建設部 
都市整備課 

３ 主要幹線市道舗装
修繕事業 継続 

経年劣化が著しい主要幹線市道
の舗装修繕を⾏い、⾞両通⾏の安
全性の確保を図ります。 

H30〜H32 114,881 建設部 
都市整備課 

４ 市道維持管理事業 継続 

市道の舗装補修、市道敷の除
草、街路樹の剪定及び側溝の緊急
修繕等を⾏ない、良好な道路環境
の維持管理に努めます。 

H30〜H32 114,012 建設部 
都市整備課 

※No.3 の「主要幹線市道舗装修繕事業」は H30 当初予算の「市道⼆・三ノ関線外 8 路線舗装修繕事業」に計上して

います。 
 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  １，６２４，２９９ 千円 
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４－１ 土地利用 

《施策⽅針》 

●安全・安⼼に配慮した⼟地利⽤を推進します。 
●緑豊かな⾃然と都市的利⽤とのバランスが取れた⼟地利⽤を推進します。 

 

《施策内容》 
① 安全で安⼼な⼟地利⽤の推進 
② 良好な景観の形成 
③ ⻄部地域の⼟地利⽤の⽅向性 
④ 東部地域の⼟地利⽤の⽅向性 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 都市計画事業 継続 都市計画の決定⼿続きや都市
計画図の修正を⾏います。 H30〜H32 5,365 建設部 

都市計画課 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  ９，１２３ 千円 
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４－２ 住宅・公園・上下水道 

《施策⽅針》 

●潤いと安らぎを誇れる、緑豊かな居住環境の創出を図ります。 
●市⺠や企業等との協働による、快適で魅⼒的な居住環境の創出を図ります。 
●安全安⼼な⽔の安定供給と衛⽣的な⽔環境を守ります。 

 

《施策内容》 
① 利便性の⾼い良質な住宅地の供給 
② 快適で魅⼒的な居住環境の形成 
③ 公園機能の充実と適切な維持管理 
④ 住⺠協働による公共インフラの維持管理の推進（最重点プロジェクト） 
⑤ 安全で安⼼な上⽔道の安定供給 
⑥ 衛⽣的で環境負荷の少ない排⽔処理 
⑦ 公営墓地の整備検討（最重点プロジェクト） 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 市営住宅維持管理
事業 継続 

健康で⽂化的な⽣活を営むに
⾜りる住宅を整備し、低廉な家
賃で住宅を提供することにより、
住⺠⽣活の安定と社会福祉の
増進を図ります。 

H30〜H32 18,388 建設部 
都市計画課 

２ ⼀般公園維持管理
事業 継続 

公園・緑地の除草・樹⽊剪
定、遊具修繕・交換⼯事など、
適正に維持管理を⾏い、公園・
緑地のレクリエーション・コミュニケ
ーション施設としての機能や都市
内の緑の核として環境保全機能
の維持・保全を図ります。 

H30〜H32 107,209 建設部 
都市計画課 

３ 上⽔道施設維持 
管理業務 継続 

配⽔池・ポンプ場などの機器や
漏⽔している配⽔管を適正に点
検・修繕し、⽔道⽔の安定供給
を図ります。 

H30〜H32 162,251 ⽔道事業 
上下⽔道課 

４ 下⽔道施設維持 
管理業務 継続 

各汚⽔中継ポンプ場や管渠な
どの維持管理、計画的な調査補
修を⾏い、施設の機能保持や延
命化を図ります。 

H30〜H32 251,859 建設部 
上下⽔道課 

５ 合併処理浄化槽 
設置事業 継続 

⽣活排⽔の浄化機能のある
合併処理浄化槽の設置を推進
するため、設置者に対して補助
⾦を交付します。 

H30〜H32 9,282 建設部 
上下⽔道課 

６ 下⽔道事業企業会
計移⾏業務 継続 

2020 年４⽉からの下⽔道事
業の地⽅公営企業法適⽤に向
けた準備を進めていきます。 

H30〜H31 7,674 建設部 
上下⽔道課 
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（単位：千円）

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

7 
（仮称）「やすらぎ
パークとみや」整備
事業 

継続 
公営墓地とパークゴルフ場の⼀

体整備を念頭に、整備に向けた
準備を進めます。 

H30〜H32
H29 
繰越明許費 
（5,886） 

市⺠⽣活部 
⽣活環境課 

教育委員会 
 教育部 
  ⽣涯学習課 

※No.6 の「下⽔道事業企業会計移⾏業務」は、H30 下⽔道事業特別会計予算の「下⽔道総務に要する経費」の中に計
上されています。 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  １，５９９，７３９ 千円 
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４－３ 自然環境・公園 

《施策⽅針》 

●緑豊かな⾃然環境を保全しながら、積極的に活⽤します。 
●⾃然環境を次世代に継承していくため、市⺠との協働による適切な維持管理に努めます。 

 

《施策内容》 
① ⾃然環境の適切な保全と活⽤ 
② 市⺠との協働による⾃然環境の保全と継承 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 ⼤⻲⼭森林公園維持
管理事業 継続 

遊具等の点検や修繕、除草
など、適正に管理を⾏い、公園
としての基本機能の維持と安
全の確保を図ります。 

H30〜H32 19,729 建設部 
都市計画課 

2 河川維持管理事業 継続 

調整池の除草や河道の⼟
砂撤去などを⾏い、河川の洪
⽔対策と良好な河川環境を維
持します。 

H30〜H32 9,371 建設部 
都市整備課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ９３，４８８ 千円 
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１－１ 教育・青少年健全育成 

《施策⽅針》 

●⼼⾝ともに健やかで豊かな⼈間性を育む教育を推進します。 
●学校、家庭、地域が連携し、⼦どもを守り育てる体制を構築します。 

 

《施策内容》 
① 豊かな⼼の育成（最重点プロジェクト） 
② 健やかな⾝体の育成 
③ 地域ぐるみで⼦どもを守り育てる環境整備 
④ 総合的な教育推進体制の構築 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 いじめ問題対策 
推進事業 継続 

児童⽣徒の尊厳を維持するため、
いじめ防⽌基本⽅針のもと、いじめの
防⽌のための対策を総合的かつ効
果的に推進します。 

H30〜H32 257 
教育委員会 
 教育部 

学校教育課

2 スクールカウンセラー
事業 継続 

児童⽣徒の臨床⼼理に関して専
⾨的な知識・経験を有するスクール
カウンセラーを配置し、児童⽣徒の問
題⾏動等の改善とネットワークを強
化し、問題解決に取り組みます。 

H30〜H32 964 
教育委員会 
 教育部 

学校教育課

3 スクールソーシャル 
ワーカー事業 継続 

いじめ、不登校、暴⼒⾏為、児童
虐待など⽣徒指導上の課題に対応
するため、専⾨的な知識・技術を⽤
いて、児童⽣徒の置かれた環境に働
きかけて⽀援を⾏います。 

H30〜H32 1,954 
教育委員会 
 教育部 

学校教育課

４ 
みやぎ⼦どもの⼼の
ケアハウス運営⽀援
事業 

新規 

不登校出現率の減少に向けて、
新たにケアハウスを整備し、⼼のケア
を必要とする児童⽣徒、その保護者
及び学校等へ⽀援を⾏います。 

H30〜H32 18,068 
教育委員会 
 教育部 

学校教育課

5 
⼩中学校要・準要
保護児童⽣徒援助
費補助事業 

継続 
経済的理由によって就学困難な

児童、⽣徒の保護者に対して就学
援助を⾏います。 

H30〜H32 33,146 
教育委員会
 教育部 
学校教育課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  １５０，１６９ 千円 
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１－２ 教育・国際交流 

《施策⽅針》 

●グローバル社会に順応できる感性と国際理解を深める教育を推進します。 
●主体的に学ぶ意欲を⾼め、確かな学⼒と創造性を育み、将来社会⼈として⾃⽴するために必要な能

⼒や態度を育成します。 
 

《施策内容》 
① 国際理解教育の推進（最重点プロジェクト） 
② ⾃ら学ぶ⼒と確かな学⼒を育む教育の推進 
③ 社会につながる⼒を育む教育の推進 
④ 幼児教育の充実 
⑤ 安⼼して学べる教育環境整備 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 外国⻘年招致事業 継続 
外国語⻘年指導助⼿を活⽤

し、外国語（英語）教育の充実
と国際交流の進展を図ります。 

H30〜H32 22,512 
教育委員会
 教育部 

学校教育課

２ 中学⽣海外研修 
派遣事業 継続 

次世代を担う国際的感覚の豊
かな⼈材を養成するため、市⽴中
学⽣を対象とした海外派遣事業を
実施します。 

H30〜H32 5,297 
教育委員会 
 教育部 

学校教育課

３ 市⽴⼩学校英語等
⽀援員配置業務 継続 

2020 年からの新学習指導要
領による⼩学校⾼学年の英語必
修化及び中学年の外国語活動へ
の対応に向け、各市⽴⼩学校に
英語等⽀援員を配置し、外国語
活動の充実を図ります。 

H30〜H32 9,183 
教育委員会 
 教育部 

学校教育課

4 市⽴⼩中学校コン
ピュータ教育事業 継続 

ICT の活⽤により、基本的な知
識・技能の定着を図るため、市⽴
⼩中学校への ICT 機器の適正な
整備・管理を⾏います。 

H30〜H32 94,461 
教育委員会 
 教育部 

学校教育課

5 市⽴幼稚園運営・
維持管理事業 継続 

市⽴幼稚園を適正に管理する
とともに、富⾕幼稚園では⼊園を
３歳児からに拡⼤し、幼児教育の
充実に努めます。 

H30〜H32 31,915 

教育委員会
 教育部 

教育総務課
学校教育課

※No.3 の「市⽴学校英語等⽀援員配置業務」は H30 当初予算の「市⽴⼩学校運営事業」の中に計上しています。 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  ５０４，３９９ 千円 
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２－１ 生涯学習 

《施策⽅針》 

●市⺠の創造性や⼼豊かな⼈間性を育むための⽣涯教育環境の整備に努めていきます。 
●あらゆる世代の多様なニーズに的確に応じた学習機会を充実していきます。 

 

《施策内容》 
① ⽣涯学習活動拠点の整備（最重点プロジェクト） 
② ⽣涯学習の総合的な推進体制の強化・充実 
③ ⽣涯学習の多様な学習機会の提供 
④ ⽣涯学習の成果還元の場づくり 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 ⽣涯学習推進事業 継続 

社会教育指導員等の設置によ
り、⽣涯学習推進体制の充実を図
るとともに、（仮称）富⾕市⺠図書
館の整備を推進します。 

H30〜H32 24,438 
教育委員会 
 教育部 

⽣涯学習課

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ５５４，８２０ 千円 
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２－２ スポーツ・レクリエーション 

《施策⽅針》 

●だれでも、どこでも気軽に親しむことのできる⽣涯スポーツ・競技スポーツの振興に努めます。 
●気軽で親しみやすいスポーツ施設・環境の整備充実を図ります。 

 

《施策内容》 
① スポーツ活動を促す機会の提供・⽀援 
② 競技スポーツと指導体制の充実 
③ ⽣涯スポーツを⽀える体制の整備・充実 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 総合運動公園運営・
維持管理事業 継続 

⽼朽化した施設の計画的な整備
を進めるほか、施設のネットワーク化
など、総合運動公園の充実強化を
図り、スポーツ⼤会やイベントの開催
による交流⼈⼝の拡⼤に努めるととも
に、新たなスポーツニーズに対応した
施設整備促進を図ります。 

H30〜H32 74,798 
教育委員会 
 教育部 

⽣涯学習課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ２５０，００９ 千円 
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３－１ 芸術・文化 

《施策⽅針》 

●宿場町の歴史と伝統を次世代に継承していく取り組みを進めます。 
●未来へとつないでいく新たな⽂化⼒の育成を促進していきます。 

 

《施策内容》 
① 宿場町の伝統⽂化継承の取り組み 
② ⽂化財の周知及び活⽤ 
③ 新たな芸術・⽂化活動の促進 
④ 芸術・⽂化活動の場の整備検討と活動組織の充実・強化 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 街道まつり運営事業
（再掲） 新規 

市の歴史の原点である「富⾕
宿」が、2020 年に開宿 400 年
を迎えることから、ふるさと富⾕の
歴史と絆をつむぐ市⺠総参加の
まつりを開催し、地域活性化と市
⺠の親睦を図ります。 

H30〜H32 5,580 経済産業部 
産業観光課 

2 ⺠俗ギャラリー運営・
維持管理事業 継続 

⺠俗・考古・歴史資料等の収
集・保存・活⽤を図りながら、資
料に関する調査研究を⾏い、郷
⼟を学ぶ場として公開・展⽰など
を⾏います。また、平成 30 年に
は、富⾕市まちづくり産業交流プ
ラザへ移転し、より充実した運営
を図ります。 

H30〜H32 3,978 
教育委員会 
 教育部 

⽣涯学習課

3 マーチングフェスティバ
ル運営事業 継続 

｢⾹り⾼い芸術・⽂化のまち と
みや｣の発展を⽬的に、市内各
⼩学校の⾦管クラブと招待団体
の参加により⼦ども達の⾳楽的
情操を⾼め、⻘少年の健全育成
を図ります。 

H30〜H32 2,500 
教育委員会 
 教育部 

⽣涯学習課

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ３５，５５１ 千円 
うち再掲額  １６，７６６ 千円 
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４－１ 子育て支援

《施策⽅針》 

●⼦育て世代から好まれる環境を創出するため、安⼼感に包まれる⼦育て⽀援サービスを提供します。 
●⼦どもたち⾃⾝が安⼼して過ごせる環境づくりや、⼦どもの育成を⽀援する制度の充実を図ります。 

 

《施策内容》 
① 待機児童ゼロの実現（最重点プロジェクト） 
② 保育サービスの充実 
③ とみや⼦育て⽀援センター「とみここ」の整備運営（最重点プロジェクト） 
④ ⾝近な地域での⼦育てサロン等親⼦で集える場の整備充実（最重点プロジェクト） 
⑤ ⼦どもたちの安全で安⼼な居場所づくり 
⑥ ⼦育て世代の経済的負担の軽減 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 認可保育所運営
事業 継続 

認可保育所に対し、運営委託及び
特別延⻑・⼀時預かり保育の運営費
を補助し、保育需要が⾼まる中で、⼀
層の保育の質の向上、児童の安全を
図ります。 

H30〜H32 774,412 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

2 認可外保育所 
運営費補助事業  継続 

認可外保育の質の向上のため、運
営費を補助するとともに、利⽤者に対
し、保育料の補助を⾏い、保育環境
の向上を図ります。 

H30〜H32 11,145 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

3 保育所運営・ 
維持管理事業  継続 

市⽴保育所（4 所）を適正に運
営・管理するとともに、待機児童ゼロを
⽬指した施策の検討を⾏います。 

H30〜H32 166,704 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

4 病児・病後児 
保育室運営事業 継続 

就労している保護者の負担軽減・
利便性強化のため、富⾕市内の医療
機関へ病児・病後児保育を委託し、
病気の児童への⼀時保育を実施しま
す。 

H30〜H32 11,588 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

5 ⼦育て⽀援事業 継続 

とみや⼦育て⽀援センター（とみこ
こ）を拠点に、産婦・新⽣児訪問を始
めとする訪問指導や乳幼児健診などを
実施し、地域の中で⼦どもが健やかに
成⻑し、安⼼して⼦育てができるよう⽀
援します。 

H30〜H32 30,051 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 
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（単位：千円）

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

6 妊婦⽀援事業 継続 

とみや⼦育て⽀援センター（とみこ
こ）を拠点に、妊娠期から⺟⼦の⼼⾝
の健康管理の保持・増進を図るととも
に、ハイリスクケースの把握・⽀援を早
期に開始し、産後うつや虐待の予防を
図ります。 

H30〜H32 47,982 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

7 経観児ケア事業 継続 

とみや⼦育て⽀援センター（とみこ
こ）を拠点に、障がい児及び発達・発
育に遅れのある⼦どもや育児上問題の
ある親⼦の健やかな成⻑・発達への⽀
援を⾏います。 

H30〜H32 3,845 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

8 放課後児童クラブ
運営事業 継続 

市⽴⼩学校敷地内等において実施
している児童クラブの⺠間委託による
運営の充実を図りながら、保護者への
仕事と⼦育ての両⽴⽀援と児童の健
全育成を図ります。 

H30〜H32 164,052 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

9 ⼦ども医療費助成
事業 継続 

18 歳の年度末までの⼦どもを持つ
保護者に対して、医療費の助成を⾏
い、⼦どもの適正な医療機会の確保
及び経済的負担の軽減を図ります。 

H30〜H32 274,239 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

10 ⼦ども・⼦育て 
⽀援事業 継続 

「富⾕市⼦ども・⼦育て会議」を活
⽤し、⼦育て世代のニーズを調査・分
析しながら、⼦ども・⼦育て⽀援事業
計画の策定を⾏います。 

H30〜H32 313 保健福祉部 
⼦育て⽀援課 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  ４，１１０，６５３ 千円 
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１－１ 高齢者支援 

《施策⽅針》 

●⾼齢者が住みなれた地域で⽣涯安⼼して暮らせる環境づくりを推進します。 
●⾼齢者の⼼と⾝体の健康と⽣きがいのある⽣活を⽀援します。 

 
《施策内容》 

① 介護予防の推進 
② 安⼼できる在宅⽣活のための環境整備の推進 
③ 共に⽀える地域づくりの推進（最重点プロジェクト） 
④ 介護保険事業の推進 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 福祉健康センター
管理事業 継続 

介護予防の拠点施設として指定管
理者制度を取り⼊れ、事業を効率的・
効果的に運営し，事業者のノウハウを
活⽤することによってサービスの質の向
上を図り、多様な住⺠ニーズに対応し
ていきます。 

H30〜H32 20,244 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

2 ⾼齢者交流事業 継続 

⾼齢者の⽣きがいづくり・仲間づくり
の推進を⽬指して、⾃⽴に向けた活動
を⽀援することで健康保持増進を図
り、⼼⾝の機能低下などを予防するた
め、ゆとりすとクラブ・サロン事業等を実
施します。 

H30〜H32 2,244 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

３ 
地域包括⽀援セ
ンター運営事業 
（特会） 

継続 

各圏域の地域包括⽀援センターの
運営及び指導調整など、地域包括ケ
アシステムの構築を⽬指すため、保健
福祉総合⽀援センターの機能強化を
図り、圏域ごとの地域⼒を活かしながら
運営します。 

H30〜H32 45,172 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

４ 

介護予防・⽇常
⽣活⽀援サービス
事業（筋トレ型
通所・サロン型通
所等）（特会） 

継続 

要⽀援認定者等を対象に、運動サ
ポーターやボランティアを活⽤し、住⺠
の相互協⼒のもと、運動機能向上や
他者交流を⽬指したプログラムを提供
することで、要⽀援・要介護状態への
進⾏を防⽌します。 

H30〜H32 67,946 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

 
 
 
 
 
 
 
 



第３編 元気と温かい心で支えるまち！ 

第１章 あらゆる世代が元気に暮らす健康自慢のまちを創ります 

26 
 

（単位：千円）

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

５ 

介護予防・⽇常
⽣活⽀援サービス
事業（⽣活⽀援
型訪問等） 
（特会） 

継続 

要⽀援認定者等を対象に、⼀定の
研修を修了した⽣活⽀援員による⾝
体介護等を伴わない家事等の⽇常⽣
活上の⽀援を提供することで、地域で
⾃⽴した⽇常⽣活が継続していけるよ
う⽀援していきます。 

H30〜H32 13,063 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

  ※No.2 の「⾼齢者交流事業」は、H30 ⼀般会計当初予算の「⼀般介護予防事業」として計上しています。 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額     ４６６，２３１ 千円 
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１－２ 健康・保健 

《施策⽅針》 

●⽣涯を通して、健康で⼼豊かな⽣活を送れるよう、健康維持・増進に取り組む環境づくりを進めます。
●⼦どもから⾼齢者まで、あらゆる世代の健康意識を⾼め、市⺠主体の健康づくりを促進します。 

 
《施策内容》 

① 主体的な健康づくりに取り組む環境づくり 
② 健康づくりの推進 
③ 若い世代や⼦育て中の親の健康意識の向上 

④ とみや⼦育て⽀援センター「とみここ」の整備運営（再掲）（最重点プロジェクト） 
（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 住⺠検診事業 継続 

がん検診等の必要性を市広報
紙や各種事業等で啓発するととも
に、受診環境を整え、疾患の早期
発⾒・早期治療につなげ、市⺠の
健康保持・増進を図ります。 

H30〜H32 185,002 保健福祉部 
健康推進課 

２ 健康づくり事業 継続 

市⺠の健康意識の向上及び健
康の保持増進を図るため、地区健
康教室等、健康づくりに関する事
業を⾏います。 

H30〜H32 3,025 保健福祉部 
健康推進課 

３ 
国⺠健康保険 
健康づくり事業 
（特会） 

継続 

疾病の早期発⾒、早期治療、
健康の保持・増進を図り、医療費
の適正化に寄与するため、各種検
診料の助成及び疾病予防事業を
⾏います。 

H30〜H32 13,213 保健福祉部 
健康推進課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ５８１，７６８ 千円 
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１－３ 医療 

《施策⽅針》 

●地域医療・救急医療体制の充実を図ります。 
●国⺠健康保険制度の適切な運営を図ります。 

 
《施策内容》 

① 地域医療・救急医療体制の充実 
② 国⺠健康保険制度の適切な運営 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 地域医療推進事業 継続 

救急医療体制に関わる検討
など、多様な医療に対するニーズ
について、医師会等及び地域の
医療機関と連携し、医療サービ
スの充実を図ります。  

H30〜H32 51,868 保健福祉部 
健康推進課 

 ※「地域医療推進事業」は、H30 ⼀般会計当初予算の「⿊川地域⾏政事務組合（病院運営）負担⾦事務 」及び 
   「⿊川地区休⽇当番医事業」を統合したものです。 
 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  １５５，６０４ 千円 
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２－１ 障がい者支援 

《施策⽅針》 

●障がい者が⾃分らしい⽣活を営める環境づくりを進めます。 
●障がい者を地域で⽀援する体制を確⽴し、障がい者を抱える家族⽀援に取り組みます。 

 
《施策内容》 

① 障がいを持つ⽅の働く場の確保（最重点プロジェクト） 
② ニーズに応じた障がい者福祉の充実 
③ 障がい者差別解消の推進 
④ 家族の精神的負担の軽減 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 地域⽣活⽀援事業 継続 

障がい者（児）がその有する
能⼒及び適性に応じ、⾃⽴した
⽇常⽣活⼜は社会⽣活を営む
ことができるよう、地域の特性や
利⽤者の状況に応じた福祉サー
ビスの給付を⾏います。 

H30〜H32 23,367 保健福祉部 
地域福祉課 

２ 障がい者就労⽀援
事業 継続 

地域における障がい者（児）
等の⾃⽴の促進と社会参加を⽬
的とした地域活動⽀援センターの
運営を⾏うとともに、親亡き後に
おいても、住み慣れた地域で⾃
⽴した⽣活を過ごせるように、公
共施設を活⽤した就労⽀援事
業所の誘致を図り、働くことによる
⽣きがいづくりを醸成します。 

H30〜H32 18,412 保健福祉部 
地域福祉課 

※No.2 の「障がい者就労⽀援事業」は、H30 ⼀般会計当初予算において、「地域活動⽀援センター運営事業」として掲
載しています。 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  １２５，５４１ 千円 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



第３編 元気と温かい心で支えるまち！ 

第２章 高齢者も障がい者も安心して暮らせるまちを創ります 

30 
 

２－２ 高齢者・障がい者支援 

《施策⽅針》 

●⾼齢者や障がい者の外出を⽀援し、交通の⾯からも健康維持を⽀えていきます。 
 
《施策内容》 

① ⾼齢者・障がい者外出⽀援乗⾞証「とみぱす」の円滑な運営（最重点プロジェクト） 
② 交通弱者対策の推進（最重点プロジェクト） 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ ⾼齢者・障がい者
交通対策事業 継続 

⾼齢者の閉じこもり予防や外出
⽀援・安全安⼼な移動⽀援を図
るため、70 歳以上の⽅を対象とし
て、申請により、⾝分証明付き IC
乗⾞証「とみぱす」を交付するととも
に、円滑な運営に努めます。 

H30〜H32 40,744 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

２ ⾼齢者・障がい者
交通対策事業 継続 

障がい者の外出⽀援・社会参
加を図るため、18 歳以上の障がい
者⼿帳所持の⽅を対象として、申
請により、⾝分証明付き IC 乗⾞
証「とみぱす」を交付するとともに、
円滑な運営に努めます。 

H30〜H32 8,212 保健福祉部 
地域福祉課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額     １６５，６０９ 千円 
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３－１ 家族コミュニティ 

《施策⽅針》 

●三世代が安⼼して暮らせる環境づくりを進めます。 
 
《施策内容》 

① 三世代が同居・近居できる環境整備の推進 

② 待機児童ゼロなどの⼦育てをしやすい環境づくり（最重点プロジェクト） 
③ ⾼齢者が安⼼して暮らせる環境づくり 
④ 雇⽤の場の創出（最重点プロジェクト） 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 認可保育所運営
事業（再掲） 継続 

認可保育所に対し、運営委託及
び特別延⻑・⼀時預かり保育の運
営費を補助し、保育需要が⾼まる中
で、⼀層の保育の質の向上、児童の
安全を図ります。 

H30〜H32 774,412 保健福祉部 
⼦育て⽀援課

2 
認可外保育所運
営費補助事業 
（再掲） 

継続 

認可外保育の質の向上のため、
運営費を補助するとともに、利⽤者
に対し、保育料の補助を⾏い、保育
環境の向上を図ります。 

H30〜H32 11,145 保健福祉部 
⼦育て⽀援課

3 
保育所運営・維
持管理事業 
（再掲） 

継続 
市⽴保育所（4 所）を適正に運

営・管理するとともに、待機児童ゼロ
を⽬指した施策の検討を⾏います。 

H30〜H32 166,704 保健福祉部 
⼦育て⽀援課

４ 
⾼齢者・障がい者
交通対策事業 
（再掲） 

継続 

⾼齢者の閉じこもり予防や外出⽀
援・安全安⼼な移動⽀援を図るた
め、70 歳以上の⽅を対象として、申
請により、⾝分証明付き IC 乗⾞証
「とみぱす」を交付するとともに、円滑
な運営に努めます。 

H30〜H32 40,744 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

５ 
⾼齢者・障がい者
交通対策事業 
（再掲） 

継続 

障がい者の外出⽀援・社会参加
を図るため、18 歳以上の障がい者
⼿帳所持の⽅を対象として、申請に
より、⾝分証明付き IC 乗⾞証「とみ
ぱす」を交付するとともに、円滑な運
営に努めます。 

H30〜H32 8,212 保健福祉部 
地域福祉課 

６ 企業誘致事業 
（再掲） 継続 

企業⽴地促進奨励⾦及び雇⽤
促進奨励⾦などの活⽤や県等との
連携により、企業の誘致に努め、企
業の⽴地を促進し、市の産業振興
を図ります。 

H30〜H32 38,102 経済産業部 
産業観光課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額    ２，８４６，８９０ 千円（全額再掲） 
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３－２ 地域コミュニティ 

《施策⽅針》 

●地域の⽅を地域の⽅が⽀える仕組みづくりを進めます。 
 
《施策内容》 

① 共に⽀える地域づくりの推進（再掲）（最重点プロジェクト） 

② 地域福祉ネットワークづくりの推進 
（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ ⾼齢者交流事業 
（再掲） 継続 

⾼齢者の⽣きがいづくり・仲間づ
くりの推進を⽬指して、⾃⽴に向け
た活動を⽀援することで健康保持
増進を図り、⼼⾝の機能低下など
を予防するため、ゆとりすとクラブ・サ
ロン事業等を実施します。 

H30〜H32 2,244 保健福祉部 
⻑寿福祉課 

２ コミュニティ助成事業 
（再掲） 継続 

宝くじの社会貢献広報事業とし
て、コミュニティ活動に必要な備品
や集会施設の整備など、活⼒ある
地域づくりに対して助成を⾏い、地
域のコミュニティ活動の充実・強化
を図ります。 

H30〜H32 5,000 総務部 
市⺠協働課 

※No.1 の「⾼齢者交流事業」は、H30 ⼀般会計当初予算において、「⼀般介護予防事業」として掲載しています。 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ２２，８０９ 千円（全額再掲） 
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３－３ 地域活動 

《施策⽅針》 

●地域福祉を⽀え、担う⼈材の育成を推進していきます。 
●地域で⽀援を必要としている⽅々が相談できる体制や事業推進体制を整備していきます。 

 
《施策内容》 

① 地域の⼈材の育成と活⽤ 

② 相談事業の推進 
③ 援助体制の強化 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ ⾃治振興事業
（再掲） 継続 

各⾏政区の事業活動への⽀援
を⾏い、地域住⺠相互の親睦によ
り、地域の⼈材育成を図ります。 

H30〜H32 16,520 総務部 
市⺠協働課 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  ４９，７３０ 千円（全額再掲） 
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１－１ 防災・救急・消防 

《施策⽅針》 

●⾃助・共助・公助の連携体制を強化し、防災・減災体制を確⽴します。 
●救急・消防体制の連携強化を図り、安全・安⼼なまちづくりを推進します。 

 
《施策内容》 

① 地域コミュニティによる⾃主防災組織の育成推進（最重点プロジェクト） 

② 減災に向けた取り組み強化 
③ 耐震構造化への取り組み強化 
④ 消防⼒の強化 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 ⾃主防災組織 
育成推進業務 継続 

町内会や⾃主防災組織を結成
している地域の防災活動を⽀援す
るため、備蓄物品の購⼊費⽤や防
災訓練に係る経費を⽀援するとと
もに、⾃主防災組織の結成を推
進・⽀援していきます。 

H30〜H32 5,125 総務部 
防災安全課 

2 住宅宅地震災 
対策事業 継続 

地震による建築物の倒壊等の
被害から住⺠を保護するため、耐
震診断⼠による⽊造住宅耐震診
断や耐震改修⼯事を実施する住
宅に対する助成を⾏い、住宅耐震
化等を促進します。 

H30〜H32 4,052 建設部 
都市計画課 

※No.１の「⾃主防災組織育成推進事業」は、H30 ⼀般会計当初予算において、「災害対策総務事務」として掲載してい
ます。 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額  ２４，２４７ 千円 
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１－２ 防犯・交通安全・消費生活 

《施策⽅針》 

●安全で住みよい地域づくりに向けて、防犯体制と交通安全対策を充実・強化していきます。 
●消費⽣活者の安全・安⼼の確保を促進していきます。 

 
《施策内容》 

① 防犯体制の確⽴と環境整備 

② 地域ぐるみの交通安全運動の展開 
③ 交通危険箇所の改善措置 
④ 消費⽣活保護の充実強化 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 防犯設備整備事業 新規 

犯罪のない安全安⼼なまち
づくりの実現に向け、犯罪の未
然の防⽌に有効な防犯カメラを
設置します。 

H30〜H32 2,700 総務部 
防災安全課 

２ 防犯灯整備事業 継続 

既存の防犯灯を LED 仕様
に交換し、地域の防犯環境の
向上と、電気料のコスト削減、
⼆酸化炭素排出量の削減を
図ります。 

H30〜H32 30,884 建設部 
都市整備課 

３ 防犯灯維持管理事業 継続 

防犯灯の球切れや灯具の修
繕など、適切な維持管理を図
り、良好な防犯環境の確保に
努めます。 

H30〜H32 58,500 建設部 
都市整備課 

４ 空き家対策事業 継続 

空き家対策及び空き家予防
対策を⾏い、防災・防犯・衛
⽣・景観など地域の⽣活環境
の保全・向上を図ります。 

H30〜H32 1,358 市⺠⽣活部 
⽣活環境課 

５ 
道路交通安全施設整備
事業（LED 照明関係 
除く） 

継続 

道路区画線や道路照明灯
（街路灯）、防護柵、反射鏡
等の整備と維持管路を⾏い、
道路交通安全の確保に努めま
す。 

H30〜H32 22,536 建設部 
都市整備課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ３１０，２１３ 千円 
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１－３ 人権尊重・男女共同 

《施策⽅針》 

●⼈権尊重の意識の啓発に努め、多様な絆で結ばれた地域の実現を⽬指します。 
●活き活きとした社会の実現に向けて、男⼥共同参画を進めていきます。 

 
《施策内容》 

① ⼈権教育と⼈権相談の推進 

② 異なる⽂化や⽣活習慣を持つ⼈達との交流の推進 
③ 市⺠の交流と融合の推進 
④ 男⼥共同参画の推進 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ ⼈権教育・相談
事業 継続 

各種相談所の開設、⼈権教室や
街頭啓発などの活動への⽀援を⾏
い、⼈権を尊重した地域社会づくりが
できるよう努めます。 

H30〜H32 415 総務部 
市⺠協働課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  １，９２７ 千円 
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２－１ 環境衛生 

《施策⽅針》 

●３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進が、豊かな⾃然環境や良好な居住環境として享受さ
れる（リターン）資源循環型の環境にやさしい４Ｒのまちづくりを推進します。 

 
《施策内容》 

① ごみ処理の適正化 

② ごみの排出抑制と再資源化 
③ 環境美化の推進 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ ⼀般廃棄物収集 
運搬処理事業 継続 

⽣活系⼀般廃棄物の収集運
搬等業務の委託など、「⼀般廃棄
物処理計画」に従い、効率的な⼀
般廃棄物の収集運搬・中間処
理・処分業務を効率的に⾏い、⼀
般廃棄物の適正処理を進めます。

H30〜H32 228,181 市⺠⽣活部 
⽣活環境課 

２ 松森⼯場共同整備
事業 継続 

増⼤する⼀般廃棄物に対応す
るため、焼却施設の広域化により
仙台市と共同で建設した松森⼯
場の建設費及び維持管理費を負
担します。 

H30〜H32 146,014 市⺠⽣活部 
⽣活環境課 

３ リサイクル推進事業 継続 

粗⼤ごみ、⽸、びん等の資源ご
みから資源物を回収し、適正なリサ
イクルを推進することで、循環型社
会の構築を図ります。 

H30〜H32 7,579 市⺠⽣活部 
⽣活環境課 

４ 空き家対策事業
（再掲） 継続 

空き家対策及び空き家予防対
策を⾏い、防災・防犯・衛⽣・景観
など地域の⽣活環境の保全・向上
を図ります。 

H30〜H32 1,358 市⺠⽣活部 
⽣活環境課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  ８９３，９６６ 千円 
うち再掲額     ４，０８９ 千円 
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２－２ 省エネ・自然エネ 

《施策⽅針》 

●環境にやさしいシティブランド化に向けて、環境負荷軽減への取り組みを推進します。 
●エネルギーを地域で⽣み出し、地域で活⽤するエネルギー地産地消について検討していきます。 

 
《施策内容》 

① 低炭素社会形成に向けた取り組み 

② 公害発⽣防⽌に向けた取り組み 
③ エネルギー地産地消を⽬指した取り組みの検討 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

1 防犯灯整備事業 
（再掲） 継続 

防犯灯をＬＥＤ照明へと切
り替えを⾏い、⼆酸化炭素排
出量の抑制を図ります。 

H30〜H32 30,884 建設部 
都市整備課 

2 道路交通安全施設整備
事業（LED 照明関係） 継続 

街路灯をＬＥＤ照明へと切
り替えを⾏い、⼆酸化炭素排
出量の抑制を図ります。 

H30〜H32 6,750 建設部 
都市整備課 

3 再⽣可能エネルギー推進
事業 新規 

太陽光発電システムで発電
した電⼒から⽔電解装置で⽔
素を製造し、みやぎ環境交付
⾦を活⽤して⽇吉台⼩学校児
童クラブに設置する純⽔素型
燃料電池により、エネルギーとし
て利活⽤するサプライチェーン構
築に向けた実証を⾏います。 

H30〜H32 10,954 

市⺠⽣活部 
 ⽣活環境課 
保健福祉部 
 ⼦育て⽀援課

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  １０６，７７２ 千円 
うち再掲額    ６４，５６８ 千円 
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３－１ 住民参加・協働 

《施策⽅針》 

●住⺠参加と官⺠協働を進めるため、市⺠と⾏政をつなぐ情報共有を徹底していきます。 
●市⺠と⾏政のパートナーシップを構築するとともに、住⺠主体の多様な活動を⽀援していきます。 

 
《施策内容》 

① 広報や広聴機能の充実 

② 計画づくりへの住⺠参加の推進 
③ まちづくりの基本となるルールづくりの整備検討（最重点プロジェクト） 
④ 地域コミュニティ活動の啓発と公益活動や団体への⽀援 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 広報・広聴事業 継続 

市⺠の市政への理解と積極的
な市政参加を促すため、広聴事業
「ちょっと聞いて 私の声」や広報紙
の発⾏、ソーシャルメディアと連携し
た情報発信による広報事業を⾏い
ます。 

H30〜H32 13,283 市⻑公室 

２ 市⺠協働推進事業 新規 
｢わくわく市⺠会議｣の開催や、ま

ちづくりの基本となるルールの策定
に向けた調査・研究を⾏います。 

H30〜H32 212 総務部 
市⺠協働課 

３ ⾃治振興事業 継続 
各町内会の事業活動への⽀援

を⾏い、地域住⺠相互の親睦によ
り、地域の⼈材育成を図ります。 

H30〜H32 16,520 総務部 
市⺠協働課 

４ 町内会館整備事業 継続 

コミュニティ活動の拠点となる集
会所の整備を図ります。また、⽼朽
化した町内会館は、計画的に建
替え及び⼤規模改修を⾏います。

H30〜H32 4,226 総務部 
市⺠協働課 

５ コミュニティ助成事業 継続 

宝くじの社会貢献広報事業とし
て、コミュニティ活動に必要な備品
や集会施設の整備など、活⼒ある
地域づくりに対して助成を⾏い、地
域のコミュニティ活動の充実・強化
を図ります。 

H30〜H32 5,000 総務部 
市⺠協働課 

 

上記事業３か年の事業費⾒込み額  １５６，０３７ 千円 
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３－２ 行財政経営 

《施策⽅針》 

●持続可能な⾏財政運営に向けて、健全で透明性のある⾏財政経営を推進していきます。 
●効率的で効果的な⾏政運営に向けて、市職員の意識改⾰と組織改⾰を進めていきます。 

 
《施策内容》 

① 税収⼊安定化の推進 

② 健全な⾏財政経営の推進 

③ 情報公開の推進 
④ 電⼦⾃治体の推進 
⑤ ⾏財政改⾰の推進強化（最重点プロジェクト） 
⑥ ⼈材（職員）の育成と組織体制の整備（最重点プロジェクト） 

（単位：千円） 

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

１ 徴収事業 継続 

納税意識の普及啓発とともに、
コンビニエンスストアでの納付など、
納税者の利便性にも配慮しなが
ら、収納率の向上を図ります。 

H30〜H32 25,126 市⺠⽣活部 
税務課 

2 ⼾籍住基等事務 継続 

住⺠基本台帳、⼾籍等の記録
の適正な管理を図るとともに、コン
ビニエンスストア等に設置している
多機能端末機での住⺠票の写し
や各種証明書の発⾏など、住⺠
の利便性の向上を図ります。 

H30〜H32 32,860 市⺠⽣活部 
市⺠課 

3 基幹系システム運⽤
事業 継続 

住⺠基本台帳・税などの基幹
系システムを適切に維持管理する
とともに、本庁舎内に設置あるシス
テムを他市町村とともに共同調達
することにより、調達・運⽤コストの
圧縮と BCP（業務継続）対応
を図り、安⼼できるシステム運⽤を
⾏います。 

H30〜H32 70,326 
総務部 
総務課 
情報化推進室 

４ 基幹系システム構築
事業 継続 

⾃治体クラウドを導⼊し、基幹
系システムのコスト抑制、消費電
⼒の節減及び災害時にも事業継
続できる環境の整備を図ります。 

H30 26,208 
総務部 
総務課 
情報化推進室 

５ ⾏政改⾰推進事業 継続 

複雑・多様化する⾏政課題に
対応し、市総合計画の推進及び
着実な⾏財政経営を図るため、
⾏政改⾰基本⽅針・実施プランを
基に⾏政改⾰を推進します。 

H30〜H32 75 
企画部 
企画政策課 
⾏政改⾰推進室
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（単位：千円）

No. 事 業 名 新・継 事 業 概 要 事業期間 H30 
事業費 担 当 課 

６ 職員スキルアップ事業 継続 

創造的かつ効果的な⾏政施策
やサービスを市⺠に提供していくた
めに、富⾕市⼈材育成基本⽅針
を基に職員を育成していきます。 

H30〜H32 2,865 総務部 
総務課 

７ 組織マネジメント事業 継続 

適切な給与、組織、勤務条件
の下、公務員としての責任と⾃覚
を持ち、持てる能⼒を充分に発揮
できる環境整備を⾏うことによっ
て、意欲の向上と、「⽣きがい」、
「やりがい」のある職場づくりを⽀援
します。 

H30〜H32 6,751 総務部 
総務課 

※No.6 の「職員スキルアップ事業」は、H30 ⼀般会計当初予算の「職員研修事業」として、No.7 の「組織マネジメント事業」
は、「⼈事（給与）管理事業」として掲載しています。 

 
上記事業３か年の事業費⾒込み額      ４９８，９７７ 千円 
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１ 財政計画の期間 

計画の期間は、平成30年度 (2018年)から平成32年度(2020年)、富⾕市総合計画・前期基本計画⽬標年

次までの3か年とします。 

また、対象とする会計は普通会計（⼀般会計）とします。 

 

２ 財政計画の趣旨  

持続可能な財政運営の実施を図るため、中期的な財政状況を把握することにより、適切な財政運営を⾏うための

指針とします。 

 

３ 財政推計の⽅法 

 （１）歳⼊  

   ①市税 

    平成30年度予算計上額を基準に、伸び額等を考慮し算定しています。 

 

②地⽅交付税 

  ■普通交付税 

    平成30年度予算計上額を基準に、平成31年度以降については、市税の状況により算定しています。 

  ■特別交付税 

    平成30年度予算計上額と同額で算定しています。 

 

③国・県⽀出⾦ 

     平成30年度予算計上額を基準に、平成31年度以降は社会保障経費のうち扶助費の伸びと、普通建設事

業費の増減に対応する歳⼊を⾒込んで算定し、その他は、平成30年度予算計上額と同額で算定していま

す。 

 
   ④市債 
      建設債は、各年度の普通建設事業費に⾒合う発⾏額を⾒込んで算定しています。 
      臨時財政対策債については、税収及び普通交付税の増減を考慮し、算定しています。 
 
   ⑤その他の歳⼊ 
      平成 30 年度予算計上額を基準に、平成 31 年度以降の⾒込みを考慮し、算定しています。 

また、投資的経費の充当財源として、ユーマイタウン施設整備基⾦繰⼊⾦を算定しています。 
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  （２）歳出 
   ①義務的経費 

■⼈件費 
      平成３０年度予算計上額を基準に、所要額を⾒込んで算定しています。 
    ■扶助費 
      ⾼齢化や社会情勢の変化、国の社会保障対策などにより、平成 30 年度当初予算額をベースに前年⽐ 2%

増加するものと⾒込んで算定しています。 
    ■公債費 
      既借⼊分に係る償還額に、今後の事業実施に伴う市債の償還⾒込額を加算して算定しています。 
 
   ②投資的経費 
    ■普通建設事業費 
      総合計画、実施計画に掲げる事業及び計画期間内に予定している事業を⾒込んで算定しています。 
    ■災害復旧費 
      平成 30 年度予算計上額と同額で算定しています。 
 
   ③その他 
    ■物件費 
      物価上昇の状況や財政状況を考慮し、平成 30 年度当初予算額をベースに前年⽐ 0.5%増加するものと⾒

込んで算定しています。 
    ■維持補修費 
      平成 30 年度予算計上額と同額で算定しています。 
    ■補助費等 
      平成 30 年度予算計上額と同額で算定しています。 
    ■その他 
      平成 30 年度予算計上額と同額で算定しています。 
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４ 財政推計の結果 
   前述の推計⽅法により財政推計を⾏った結果は次のとおりです。 
  【歳⼊】                                                    （単位：百万円） 

 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 

市税 5,844 5,950 6,080
地⽅交付税 1,180 1,151 1,074

 
 

普通交付税 900 871 794
特別交付税 280 280 280

国・県⽀出⾦ 2,671 2,794 2,801

市債 648 896 799

 
建設債 119 176 149

臨時財政対策債 529 720 650

その他の歳⼊ 2,373 2,109 2,706

 

うち財政調整基⾦繰⼊⾦ 0 0 0
うちユーマイタウン施設整備基⾦繰⼊⾦ 0 0 500

うち庁舎整備基⾦繰⼊⾦ 0 0 0
計 12,716 12,900 13,460

 
  【歳出】                                                    （単位：百万円） 

 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 
義務的経費 5,271 5,399 5,539
 ⼈件費 2,350 2,399 2,440

扶助費 2,407 2,455 2,504
公債費 514 545 595

投資的経費 690 726 1,126
 普通建設事業費 688 724 1,124

災害復旧費 2 2 2
その他 6,755 6,775 6,795
 物件費 4,009 4,029 4,049

維持補修費 219 219 219

補助費等 1,472 1,472 1,472

その他 1,055 1,055 1,055
計 12,716 12,900 13,460
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  【積⽴基⾦年度末残⾼の⾒込】                                      （単位：百万円） 
 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 
財政調整基⾦ 3,622 

 （2,488）
3,622 

（2,039） 
3,622 

ユーマイタウン施設整備基⾦ 1,745 1,745 1,245 

庁舎整備基⾦ 446 446 446 
その他の基⾦ 511 511 511 

計 6,324 
（5,144）

6,324 
（4,696） 

5,824 
 

    ※ （    ）の値は、富⾕市第１次実施計画・財政計画での算定数値。 
     
 
 
 【市債年度末残⾼の⾒込】                                         （単位：百万円） 

 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 

市債残⾼ 7,333 
（7,901）

7,695 
（8,075） 

7,978 

 うち臨時財政対策債 3,620 
（4,086）

4,110 
（4,415） 

4,527 

    ※ （    ）の値は、富⾕市第１次実施計画・財政計画での算定数値。 
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